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カザフ の英雄叙事詩
カザフ につ いて
エ ル - エディ ゲ
坂井 弘紀
カザフ人 は､ 中央アジ ア ､ カザフ スタン共和国を中心に中国新彊ウイグル自治区 , モ ンゴル
国､ ウズベ キス タ ン共和国 ､ ロ シ ア連邦など に住む｡ 人 口はカザ フス タ ンに およそ803 万 人
(199 7年) ､ 中国新蛮ウイグル 自治区にお よそ1 2 5万人 (199.6年) である ｡
カザフ語はテ ユ ルク系 の言語 で ､ カラカルパ タ語や ノガイ語, タタ
- ル語な どとともにキプ
チ ヤ ク語群に属する｡ カザフ語の 表記には､ か つ て はアラ ビア文字や ラテ ン文字が使われて い
たが, 現在はカザフ スタ ンとモ ンゴル国で改良されたキリル文字が, 中国 で アラビア文字が使
わ れて い る Q
カザフ 人は ､ 古来遊牧 を生業としてい た ｡ 羊 ､ 属を中心に ラクダや 山羊､ 牛などを放牧 しな
がら ､ 夏営地と冬営地を移動す る生活を送 っ て きた のである o 彼らはキ
ー ズ云ウイ といわ れる
天幕で暮ら しても1た o キ - ズ - ウイ は ､ 木製の骨組み とフ ェ ル ト製の 蔽い から なる組立て 式の
住居で , 容易に組立て ･ 分解がで き､ また移動 に簡便であっ た B 彼らは肉や乳製品を食レたo
食肉は羊が中心で ､ 馬や 山羊なども利用された o 乳製品はそ の製法や種類が多岐にわたり , 主
食をな して いる o クムズというアル コ
ー ル度の 低い馬乳潜も飲まれる o またナンといわれるパ
ンの 一 種やパ ラウとい っ た米料理なども好まれるo
カザフ は大 ･ 中 ･ 小 ､ 3つ の ｢ジ ュ ズ+ といわれる部族連合か ら構成され､ そ れぞれの ジ ュ
ズには数多くの下位集団が存在する o カザフ人 が ｢民族+ と して い つ 形成されたか につ い ては
諸説あるが ､ 1 8世紀にカルマク (モ ンゴル系オイ ラトの遊牧国家ジ ュ ンガル) が行っ た中央ア
ジア ヘ の攻撃によ っ てカザフ人意識の 形成や強化がなされた と考えられる o 実際､ カザフをは
じめとする中央アジア - テ エ ルク系民族の英雄叙事詩は､ こ の ときの カル マク との 掛 1を謡 っ
たものがほ とんどであ るo とく にカザフ は深刻な被害を被り､ この時の 災禍を ｢アクタバ ン
-
シ ュ ブル ンドゥ+ と呼んで ､ 口頭で代々そ の 悲惨さを語り継い で きた のだ っ た ｡
口承文芸につ いて
カザフ 口承文芸の分類の仕方は研究者によ っ て様々 であり ､ 決定的な分類法は､ 現在の とこ
ろ確定されて いなVlが､ カザフ の研究者ガブゥ ッ リンによればカザフ の 口承文芸には概ね次の
ような ジャ ンルがある｡
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オ レンe n efI(敬) ･ ジ ュ ル Ⅹ 以p (請) (家畜に関する詩歌､ 狩人 につ い て の詩歌 , ナウルズ
- ジ ュ)hlayP斑3 Ⅹも甲 (春祭りの歌) ､ ペ シタ - ジ ェ ル6e ciE 玉 山pⅢ (子守軟) ､ トイ エ バ スタル
TO滋 6acr ap (祝宴の歌) , ジ ャル = ジャル Ⅹap- 濫ap (婚姻 の歌) ､ ス ングス c 問Cy ､ ベ タシ ヤル
6打 ⅢaP , コ シ ュ タス 貰0Ⅱ汀 aCy (別れの歌) ､ ジ ョクタウⅩ o 町ay (挽歌) な ど) ､ マカル ･ マ
テルMaE:aJ ”3T eJl (諺 ･ 慣用句) ､ ジ ュ ムバ ク Ⅹ ¥M6a 町 aP (謎なぞ) , エル テギepT eriJleP (育
請) ､ 6a 柑 pJTaPX 五甲 (英雄叙事詩) ､ Jq O 13 ⅡO C(ram nm q)Ⅹ HpJlaPもⅠ (恋愛叙事詩) , アイトウ
ス 曲 LtCo
また この他に も､ ア ブサナ3ⅡC aH a ･ ア ングズamI3(伝説) ､ シ ェ ジ レ Ⅲe xipe ( 系譜)､ バ タ
飴T a､ アジル 由 JT(譜喪) , ジャ ラマザン Ⅹapa M a 3 碓(ラ マ ダンにまつわ る詩) な どとい
-らたジャ
ンルが挙げられ る ｡
カザフ 口 承文芸 における中心的なジャ ンルは叙事詩 (ジ ュ ル) であ るが､ それ に並んで アイ
トウスが主要ジャ ンル と して重要な位置を占めて い る｡
アイトウスとはアタン (詩の歌い手) たちが歌を競い合う行事の こ とで ､ カザ フ の様々 な祝
事におい て ､ 相撲や 競馬な どと同様に欠かす こ とができない ｡ アイ ト ウス は ｢語る+ を意味す
る ｢アイ トウ+ から派生した言葉である ｡ アイトゥス は本来二 人の 歌い手によ っ て行われるが､
二 つ の グル ー プによ っ て 競われる こ ともある o 歌われる歌詞は即興で ､ も っ とも優れた歌い手
が勝利者とな る｡ そめ内容は日常生将に関する もの が 一 般的だが､ 部族の偉人や 客人などを称
賛する場合もある ｡ 青年や娘な ど男女間や著名なアク ン同士の古い アイトゥス が現在も伝えら
れて いる o アイトウス の歌詞は即興によるが､ 曲は各々特有なもの で ､.ドンブラや コ ブズとい っ
た弦楽券の伴奏で歌われる o またアイトゥス は アク ンとしての デビ ュ ー の場で もあり､ いく つ
かの アイ トゥスで の勝利や先輩の アクンとの対 戦によ っ て ､ 本格的な アタンとして認知 される
の である ｡
カザフ 口承文芸の 特徴 と して ､ 人々 の 生活 に密接 した敵の ジャ ンル が豊富 である ことが挙げ
られるo とくに人生の 節 目 であ名証生 ･ 結婚 ･ 葬祭に関する儀礼的なジャ ンルが豊かである o
こ こで , それらの特徴につ い て見てみたい ｡
乳幼児に関する歌 には ､ ベシク エ ジ ェ ル とトウサウケセ ル - ジ ュ ル がある ｡ ベ シク - ジ ュ ル
とは乳児をあや したり､ 健やか な成長を祈るた め の歌で ｢子守歌+ に あたる言葉である ｡ べ シ
ク - ジュjL,で は頻繁に ｢アルデイ , アルデイ+ というフ レ ー ズが繰り返される o これは ｢寝ん
寝んころりよ+ とい っ た意味で子供を眠らせるため の言葉であるo トウサ ウケ
■
セル - ジ ュ ルは ,
｢般に子供が - 歳にな っ た ときに行われる , 祝宴の 席で歌われるo 子供が歩き始めた ことを祝っ
て ､ 人生に辛が多く , 健康に育 つ ようにと願っ て歌われる o
婚礼にまつ わ る歌 には多くの 種類がある ｡
トイ - バスタルは､ トイ (祝宴) や花嫁を称賛し､ トイ を行う人々 の希望が叶うようV>願 っ
て , トイを始める‡こあた っ て敵われる o ジもル - ジャルは､ 故郷や両親 , 頼戚 と別れる花嫁の
悲 しみを敷めるため･に歌わ れる ｡一ス ングス は , 婚礼の トイ (祝宴) が終わ り､ 花嫁を花婿に渡
すときに歌わ れる歌で ､ 歌われた後, 花嫁は故郷の人々 と別れを告げる ｡ そ して ､ ベタシヤル
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紘, 花嫁が新郎の家族にべ ー ル を開けて披露する ときに歌われる歌で ある ｡.
また､ 葬礼に際して は ､ ジ ョ ク夕ウが歌われ る ｡ ジ ョ ク夕ウとは ､ 両親など愛する人や尊敬
する人が 亡くな っ たとき に, 心の 悲しみを表現するための歌で ､ 古く から存在するジャ ンルと
い われて い る｡
以上の 諸ジ ャ ンル は, カザフ の みな らず, カ ラカルバ クに も見られ ､ 双方の 口承文芸におけ
る共通性を示 して い る ｡
こ の ような､ 一 般の 人 々 に歌わ れ, 生活に根付い たジ ュ ルや民衆か ら輩出された アク ンによ
るアイ トウス とは別に, 叙事詩はジ ュ ラウや ジ ュ ルシ ュ といわれる専門の語り手によ っ て誇り
継がれて きたo 次に､一そうした叙事詩につ い て見てみよう｡
英雄叙事詩につ いて
カザ フ に は数多く の叙事詩 が伝 え られ て い る ｡ 主な 作品 を挙 げる と ､ ｢アル パ ミ シ ュ
A,n 加 もIC+ ｢コ ブランドゥKo6Jla mI 6aT叩 + ｢カンパル
エ バ トゥルEaM6ap 6aT甲 + ｢エ ディゲ
Edre+ ｢エル - 夕ル グンEp TapFH HJ ｢エル エ コ クシ ェ Ep Eo 皿 Ie+ などがあるo これらはみな
口承で語り伝えられたもの で ,-採録は1 9世紀中頃にな っ て行われた o また ､ これらq)作品の多
く はカラカルバクや クル グズ, ウズベク､ クリ ミア
- 夕夕 - ル ､ ヴォ ルガ - タタ ー ルな ど周辺
民族にも伝えられて おり ､ ｢共有する文化遺産+ とな っ て い るB なお ､ バ トゥルや エル はも
､ず
れ も ｢勇士 ･ 戦士+ を表す言葉である o
ヵザフ の英雄叙事詩に は , 勇士の武勇を中心 に故郷や妻､ 家族にた いする愛情や同胞 へ の忠
誠心が遊牧生括の伝統 ･ 習俗を織りまぜながら描かれている o 英雄叙事詩の最大のテ
ー マ 乱
｢人々 の 団蘇 と侵略にた いする戦い+ で ある ｡ 人々 の団結が壊れる と ､ 外か らの侵略にたVけ
る防築ができず､ 平安が崩れるということを叙事詩は謡うの である ｡ ｢故国の 防衛+ を実践す
る英雄は､ 不安定な情勢下の人々 にと っ て理想像であっ た o こ の ようなテ
- マ は中央ユ - ラシ
ァ - テ ユ ルク系叙事詩 に共通したテ
ー マ であり , 作品の も っ とも重要なメッ セ - ジ のひ とつ と
な っ て い る ｡
次に歴史との 関わ りに つ n T見てみようo 多く のカザフの叙事詩に おい て ､ 主人公ゐ勇士が
戦うのは妖怪や化け物で はなく ､ ｢異教徒+ イ 異民族+ である ｡ そ して , 中央ユ
- ラシア の叙
事詩 には ､ 歴史上重要な出来事が窺われてい た o 敵は主に､ クズルバ ス ､ ロ シア, カル マ クの
3つ である｡
クズルバ ス とは､ サフ ァ ビ - 教団を支えた騎馬軍団を指す｡ 16世紀のサフ ァ ピ
ー 朝創設に､,
彼らは軍事面で大きな役割を果た した o 彼らは シ
- ア派で , 中央アジ アの大部分を占めるス ン
ナ派と激しく対立 した ｡ なおクズルバス とは ｢赤い 頭+ の意味で , 彼 らがシンボル である赤い
帽子を被っ てい たことに由来するo クズルバス との 掛 確 描い た叙事詩に ,_
･｢カラサイ とカズ+
｢ァディ ル ニ ス ルタン+ などがあるo
ロ シアは ､ ルス やオロ ス ､ モ ス コ フ ,
F
カザク (コ サ ッ ク)･トという表現で登場する o- ロ
■シ アと
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の 戦いを謡 っ た作品には ､ ｢シ ョ ラ エ バ トウル+ や ｢ケネサル+ な どがあるQ 16世紀中葉のカ
ザン陥落を描い て いた ｢シ ョ ラ エ バ トウル+ はカザフの みな らず, テ ユ ル ク系諸民族に伝わる
作品として非常に有名で ある o ｢シ ョ ラ - バ ト ウル+ を除けぱ､ ロ シ ア との 戦い を措いた作品
は19世紀以降を背景 とした作品である｡ これはカザフ にたいするロ シアの 実質的な支配が進ん
だのが19世紀以降で ある こと と深く関係 して い るだろう｡
カザフ の叙事詩にお い て ､ 主人公が戦う敵の ほとん どがカル マ ク と いわれる人々 である ｡ カ
ル マ クは , 17･ 1 8世紀に中央アジア を何度 も激 しく侵攻 した ｡ こ の ため ､ カザフ の 人々 は ｢ア
クタバ ンシ ュ ブル ンドゥ+ とい われる大逃避を余儀なくされた ｡ こ の ような過程で ､ カル マ ク
の 戦い を主題とする叙事詩がいく つ も謡い伝え られる とともに､ ｢カザフ 人意識+ が強化され
てい っ たの である｡
これらの 外か らの敵は いずれ も ｢異教徒+ で ある ことは注目 に催す る点で ある ｡ ロ シ アはキ
リス ト教徒 (ロ シア正 教徒) ､ カル マ クはチ ベ ッ ト仏教徒であり, ク ズルバス はム スリム であ
る ものの 宗派の異な るシ ー ア派であ っ た ｡ こ の ような ｢異教徒+ と戦 い , これらを征するとい
う叙事詩 のテ ー マ は､ ム ス リム (ス ンナ派) と して の意識の強化に も寄与する役割を担っ たと
考えられ る｡
以上 の点につ い ては ､ カザフ の みならずカラカルバ クなど周辺の テ エ ルク系民族にもあて は
まることを強調 しておきた い o
カザフ の 叙事詩の 採録につ い て も簡単に触れて おきたu ｡ カザ フ の叙事詩の採録は1 9世紀後
半に始まっ た ｡ 1859年 , カザ フの 語り手マ ラバイか ら ｢エ ル - 夕ル グン+ が採集され ､ 1862
年 にカザンで 出版され た ｡ これが も っ と も古い カザ フ の叙事詩の 採録
･ 出版 と されて い るo
1 8 78年には ベ レジンが ｢カ ンパル+ を採集 し, 80年代に出版 して い る ｡ また1901年に は ｢コ
ブランドゥ+ や ｢エ ル - サ ユ ン+ が刊行され て い るo
カザフ の叙事詩の採集 にお い て ､ 多大な功績 を残した人物はシ ョ カ ン (チ ョカ ン)
- ワリハ
ノ フ(1835-65) である ｡ 彼は , アプライ - ハ ンの子孫でカザフ の 著名な知識人であ っ た ｡ 彼は
1850年代にカザフ草原 ､ セミ レチエ ､ 束トル キスタンを訪ね , 多くの 口承文芸作品を採集 した｡
クル グズの代表的叙事詩 ｢マ ナス+ を最初に採集 した こ とで も知ら れ て い る ｡ また ､ ｢エ ディ
ゲ+ をはじめ とする叙事詩の翻訳 ･ 紹介 も行 っ た o
カザフ の 叙事詩 臥 ソ ビエ ト時代にも何度か公刊 され, さらに広く人々 に知られる ようにな っ
たが､ 独立以後数多く の作品が出版されるようにな っ た Q
なお､ カザフ叙事詩の 登場人物やモチ ー フ ､ 表現形式は ､ カラカル バク とほとんど重複する
ため , これらにつ い て はカ ラカル/てクの稿に譲り､ こ こで は割愛 した い ｡
エ ル - エ ディ ゲ (勇士 エ ディ ゲ)
出典 EpEdre, Ka 兄町 耶 6aT 甲JT htE:3 ⅢO CLI･ AJ 以 aT tJ, 19 92･
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あらす じ
修行を行う聖者が身を清める泉に､ 仙女が捧浴して いた ｡ 聖者はそ れを目撃し､ 気を失うo
仙女も気 を失う｡ 彼女の 目を覚ませた聖者は彼女を妻とするo や がて 子を身 ごも っ た彼女は子
供を連れて , 聖者の もとを去 っ たo
そ の子はノガイ のハ ン ､ トクタムス の養子 と して育て られ る｡ 成長 したエ ディゲはトクタム
ス から離反 し､ 彼の もと を離れ , テミル (ティ ム
ー ル) の もとに身を寄せた o テミル の もとで
エ ディゲは頭角を表し, トクタムス を攻めた ｡ トクタムス はエディゲを恐れて 逃亡 したo
エ ディゲは息子ヌ ラル に､ トクタムス 討伐を命じた ｡ ヌ ラルはトクタム ス の二 人の娘のうち
一 人をもらう条件で 出陣 した o こ の 取り決めを知っ たトクタムス の要 は ､ エディ ゲ親子を仲違
vlさせるため ､ 娘を二 人 ともエディゲに遣っ た o トクタムス を殺 した ヌラル は､ 父の元に戻る
がエディ ゲが二 人を妻に して いた の を見て ､ 怒 っ て彼と口論にな っ た o そ の後 この親子が顔を
合わせ る ことはなか っ た o
さ て ､ トクタムス には 女奴隷がい て ､ 彼の息子を生んだ｡ エディ ゲ は彼女に温情を示 し､ ニ
人を逃が した｡ やがてそ の子ケイクワトは父の 仇を取ろうとエディゲ の もとに行く o そ して エ
ディ ゲは怒りと後悔のあまり死んで しま っ たので あ っ た｡
父エ ディ ゲが死んだことを知っ て , また妻の暗示 によ っ て , ヌラル は父 へ の仕打ちに後悔 し､
父の仇を とろうとケイク ワトを追っ た o トクタムス の 息子たちは ､ ヌ ラル を恐れて ､ 遠く へ と
逃げ去っ た ｡ ヌ ラルは父の遺体を由緒ある聖なる廟に葬っ た ｡
梗概
我らカザフ には著名で 高名な3人の バ トウル (勇士) がい た ｡ そ のうちの
一 人はエ ディ ゲ､
一 人はカラ - クプシヤ クのコ ブランドゥ､
一 人はタマ出身の シ ョ ラ - バ トゥル である｡
｢古に起こ っ た､ エル - エ ディゲから聞いた ことを番そう｡ エル - エディゲの許 しを+ とい っ
て老人たちは声を上げて , 次のように語りはじめるの であ っ た ｡
エ ディゲという勇士がい た,
くに の ことを憂慮してnた
国境いに敵が来れば,
我行かんとい っ た｡
エディゲという勇士がい た､
くにの憂いを嘆いて い た
(相手が) 自分より年が上でも,
こ の 高貴さを知 っ て いるか とい っ/た
エディ ゲとい う勇士がい た､
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くにの ことを憂慮して いた
(相手が) 自分より年下であれば､
仔紫厳よ, 立 っ ておれ
私が話をしようと言っ た !
カザフが ｢3つ の ジ ュ ズ+ という名で知られなか っ た こ ろ､ カザフ の 間にはパパ - トゥクティ
- シャ シ ュ トウ ニ アジズとい われるイス ラ ー ム聖者がuた というo 彼はカ ラ夕ウ近郊のム ンジ ュ
ルクとい う山麓に住み ､ ナ マ ー ズ (礼拝)をす るため に､ い つ も近く にある泉で身を清めて い
た｡ ある日 ､ 身を清めようと泉に行 っ てみ ると, 3人め裸 の娘が休浴 して ､ 互い に水を掛け合っ
て遊んでい た o それまで 裸 の女性を見た ことの な い聖者は頭まで水中に潜 っ て ､ 気を失 っ て し
ま っ た o その3入 の娘の 一 人 も頭 まで潜 っ て しま っ た ｡ 彼女ら はペ リ
1
の世界の仙女であっ たo
正気の 二 人の娘は白鳥にな っ て ､ 気 を失 っ た娘を持ち上げて飛び去 っ た o
故郷で は ､ そ の 聖者自身が正 気を取り戻さな けれぱ､ こ の娘の 目を覚ます ことができない だ
ろうとn うこ とにな り､ ペ リが聖者の もとにや っ てきた ｡ ｢この 娘を治癒 して ､ 回復させて く
ださい+ と言 っ た ｡
｢私はお前の娘 に何の 義務がある? お前に何の義務がある ? この娘 らは､ 身を清める私の泉
に浴 し､ 私の泉を汚 して しまっ た ｡ そ して私は意識を失い ､一夜明けの 礼拝が中断して しまっ た
のであるo わが人生 で礼拝を中断した ことなどはなか っ た o こ
一
の埋め合わせ を したまえ+ と言 っ
たo
ペリは ｢そ の ようなこ とであれば､ 黒い子羊だと思 っ て ､ こ の娘 を受け取 っ て ください+
一
と
言 っ た｡ そ しで ｢人生とは乱れに乱れるもの であります+ と加え て ､ 去 っ て い っ た｡
聖者は ｢この前q)ように裸 にな っ て体を見せ よ+ と娘にい っ たo 娘は､ 他の ことは聞い たが,
これだ けは ｢･男を怒 らせる とよく ない こ とが起 こる+ との 格言た も関わ らず聞かなか っ たo
｢私の裸身を見たあ と､ あなた は気を失 っ て倒れて しまっ たの で しょ う｡ あなたは ご存じない
で しょうが､ 私はあなた の 子を宿したようです ｡ 光がこの子供を照 ら したの です ｡ もう私はあ
なた には必要なく ､ あな た は私に必要ありませ ん｡ 私は男の子を生むで しょ う｡ 揺 りか ごに寝
か し､ その 子を泉か ら流 します｡ その子は､ や がて名を轟かすで しょ う｡ 私は白鳥になっ て飛
んで いきます+ とい うと, 子供を揺りか ごごと連れだし､ 去 っ て い っ た o
そ の後, この子 を見 つ けたある人が､ トルキ スタンの ノガイの ハ ン ､ トク夕ムス に彼を連れ
てい っ たため､ トク夕ム ス の養子として彼は育 っ た｡ 彼の名はエディ ゲとい っ た ｡ トク夕ムス
は､ エ ディ ゲを勇士 とは全く知らずにいた ｡
成長した エディ ゲは ｢ 二竿の 剣は 一 つ の鞘に は収まらぬ o 二 つ の 望み は 一 つ の心には叶わな
n ｡ + と言 っ た. ｢血が繋がらなければ息子 にあらず､ , 買 っ て こなけれぱ奴隷にあらず+ とい
う格言の通り ､ エディゲ はトク夕ムス に敵意を感 じて逃げ去 っ た ｡ トク夕ム ス はエ ディゲを呼
び戻そう としたが､ エディゲは これを聞きいれなか っ た o
そ の ころ ､ カルマ クの アルプ - カラトブンが, サテ ミル - ハ ンの娘 をさら っ てu っ たo エディ
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ゲ 臥 カ ラトブンを殺し て娘を取 り返 し, サテ ミル - ハ ンの もとに連れ戻した o するとサテミ
ルは エディ ゲに娘を与えた o その 後､ エディゲ は大地がたわむ ほどの 軍隊を得て , トル キスタ
ンを攻めた o トクタミシ ュ - ハ ンは恐れて ､ 逃げ去っ た o また彼の8人 の息子たちも逃げて い っ
た o
やがて ､ エディ ゲには 子供が 生まれたQ その 子はヌ ラル と名付けら れたo ヌ ラルはトルキス
タ ンを攻めたときにエディ ゲに同行 して い たo
一 人息子ヌ ラル に ｢トクタミシ ュ の頭を切 らぬ
うちは , 目を突かないうちは戻っ てくるな+ と命じた o そ こで ヌ ラル は父に疎んで ｢トクタミ
シ ュ の 娘の うち 一 人を父上が取り､
- i 人を私に くださu+ と言うと, ｢よろしも1､ 息子よ o ト
クタムス の瞳を大地に残す ことがなければこれ を認めよう+ とVl っ た o トクタムス の妻は これ
を知 っ て ､ こ の父子を伸男凱 増 せ るた めに二 人 の娘をエ ディ ゲの も とに送り
'
. なうかせ ､ 結婚
させ た｡
そ の ころ ､ テ ミル はトクタムスを攻めきれずにい た o トクタムス は逃げに逃状 エルティ シ ュ
川を越え､ 芦の茂る場所 に行き､ 隠れて い たの だ っ た ｡ 彼は裸足だっ たの で足を芦で切り､ 血
を流していた o ヌラル は この血 の跡を見 つ けて ､ 彼を殺し､ 湿地の岸 に引っ 法り出して ､ 埋め
たo 今日 ､ この 湿地は ｢バヤン エ コ /て+ と呼ばれて い る｡ その 上流にクルガン 傭墓) があり､
トクタムス の墓である といわれ て い るo か つ て , こ の墓か らトクタム ス の鐙を発見した者がい
て ､ そ の鐙の広さは､ こ の時代の馬の頭がち ょうど合うといわれる｡
ヌラル は無事に帰還す ると､ 父がトクタムス の二 人の娘を二 人 とも手にいれた こと知っ て ､
父と口論 となっ た ｡ こう して トクタムス の妻の 思惑通りになり, 父子 は生涯漠を会わせ ること
がなくな っ た .
さて ､ エディ ゲがトル キスタンを攻めこんだ ときに､ トクタムス の 女奴隷が男の子を産んで
vlた o エディ ゲは これを知 っ て ､ ｢哀れな夷者 よ､ おまえの子供を生き延ばせ るの だ+ とい っ
て ､ 雌馬が産んだ雌の子 馬を与えた｡ こ の馬は 成長し, 奴隷の息子 も青年とな っ て , 名をケイ
クワ トとVl つ た o 彼は､ エ ディ ゲが年 割 1､ そ の息子ヌラルが戻らずにい なくな っ てい るのを
知 っ た ｡′
トクタムス の仇をエディ ゲか･ら取るためにケイクワトは馬に乗っ た ｡ そこで ､ エディ ゲとケ
イクワトが出会っ たときに､ エディ ゲは語 っ た｡
ああ, 何と いうことだ､
揺りかごの子馬が
雄馬になっ た ことを知らなか っ た｡
女奴隷から生まれたケイクワトが
敵にな っ た こ とを知らなか っ た｡
端綱に頭を落とせばよか っ たもの を,
む つ きに目をくり抜 桝まよか っ たもの を｡
と言 っ た ｡ するとケイク ワトは ､
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｢私がお腹にい る ころに ､
.
あなたは母 にその 子 を殺 さぬようにとい っ て, 馬 を与えたの だな o
おまえが ､ 女ならば笑い なが ら生きてい くだろう｡ 男な らば､ 怒りの あまり死ぬだろう+ と言 っ
たo そこで , エディゲ埠, 怒りの あまり死ん で しま っ た o
エ ディ ゲの死を誰が悲 しんだだろうか o トクタムス の 二 人の娘で ある若n 要は , 母と三人 で
目論見通りにな っ た こ とを喜んだo この 世にた だ
一 人の ヌ ラル の若妻 とエ ディゲの正妻が これ
を悲 しんだの であ っ た ｡
この とき､ 妻には粗末なゆりか ごに眠る子供がnた o 子供に復讐さ せようと して ､ 子供のお
む つ を変えるときに､ お しめ にシ エ ンゲル
2
の木をおい ておむ つ を してい た ｡ 子供は夜の間､ 眠
れずに泣い て nた o ヌ ラルは若妻に , ｢こ の子はなんで これほ ど泣き虫 にな っ たの だ?+ と聞
いた｡ する と若妻は ､ ｢密か に ,.お しめにシ エ ンゲル を入れてお
いたの です｡ 泣か なくなれば,
健康で病も しなくなる で しょう+ と答えたo
｢ああ､ なんて こ とだ , 子供におか しな期待 をするな ｡ シ エ ンゲル を取り除き ､ きれVlに し
て清潔にお しめをする こ とはで きない のか ｡ +
r子供は どれ旺ど良い 子であ っ て も ､ ヌ ラル の ようになり , また父 エディ ゲの ようになるで
しょう｡ ヌ ラルはエ ディ ゲに何をしま した か ｡ こ の子 もあなた に何をするで しょうか ｡ +
するとヌ ラルは ｢ああ , 私は どうやら過ちを犯 したようだ｡ 胸に抱 い て い る妻 に面目が立た
ず､ 故郷の 人々 に も同様 に面目の立たない行い であっ た ｡ + と立ちあがり ､ ケイクワトから父
の仇を取ろうと出発 した ｡
さて トクタムス の8人の 息子は エディ ルを越え ､ 逃げ去 っ て いた ｡ 憎 まえら は馬糞の よう
に流れ集まり ､ 何をして い るの だ+ という者に たい して ､ 彼らは ｢エ ディ ルが凍っ て も誰も渡
れない､ エディ ゲが死 ん で も誰 も帰れなし1+ と答えた ｡ こ の言葉はや がて こ とわ ぎになっ て ,
エディル ( ヴォルガ川) 流域の 人々 に伝えられた ｡
勇士エ ディ ゲ自身が本拠地 としていた のはウルタウやキシュ タウ
3
で あ っ た｡ 彼は ､ ケイ クワ
トの言葉に悲し捌貴慨 して , ウルタウ山頂で死んだというo 忌の際に彼は ｢こ の地に穴を掘り､
私を埋葬せ よ｡ クルガン墳墓には石を置け｡ ヌ ラルがこの地に来た ら ､ 『馬は帰 っ て杭を見つ
仇 臼は回 っ て穴を見 つ ける (結局物事は元に戻るという こ と) 』 と いう こ とばに気付くであ
ろう｡ カ ラタウ山腹にあるカラカル/1
o
ク の先祖ソザクの墳墓に我が父パパ - トウクテイ = シャシ i
トウ ニ アジズがい る ｡ 彼の も とに私を運び､ 埋葬するように+ とい う遺言を残 した ｡ そ して ､
ヌラルは遺体を遺言通り に移した ｡ ウルタ ウにある , 遺言 を残 した場所 は ｢アク- メシイ ト ニ
アウリエ+ と名づけられた ｡
解説
叙事詩 ｢勇士エ ディ ゲEp E也re+ は､ 広く西シベリアからクリミア半島まで のた い ヘ ん広範
な地域に伝わる作品である ｡ 現在の カザフ , カラカルJl
o
ク､ ウズベ ク､ ノガイ ､ バ シ ュ コ ル ト,
タタ ー ルなどの 中央ユ ー ラ シア - テ ユ ル ク系諸民族に広がっ て い る ｡ これ まで様々 なヴアリア
ントが採録 され､ 多く の テクス トが公刊され てt)るが, こ の作品がは じめ て書き取られたの は
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18 41年の ことである o この ヴア リア ントはジャ マ ンクル とい うアク ンが語 っ た もの で､ 著名
な
ヵザフ知識人であるチ ョ カン - ワリハ ノフ によ っ て書き取られた ｡ ワ リハノ フが書き取 っ た
こ
のヴアリアントは ､ 1904年にヴェ セ ロ フス キ
- によっ て ロ シ ア語 に翻訳され ､ 出版されて い るQ
翌年にはサンク ト ニ ぺテ ルブル グか らメリオラ ンス キ
ー の編集による アラ ビア文字の原語テク
ス トが公刊され ､ その 後ジルム ンス キ
ー やオル ロ フ ､ サ モ イ ロ ヴィ チ らによ っ て研究された り
翻訳されたりして い る｡ ワリハ ノフ の採録以前 には , カザフ のヴ アリ ア ント
の ロ シア語 ヘ の要
約とノガイの ヴアリア ントの英語抄訳が知られるに過ぎなか っ た ｡
叙事詩 の主人公で ある エ ディゲは､ 14世紀後半か ら15世掛まじめにかけて いわゆ
る ｢キプチヤ
ク - ハ ン 凱 を舞台に活 躍した , 歴史上 の人物である o 彼はキプチ ヤ ク草原を額域
としたノガ
ィ - オル ダの ｢創始者+ として知られて い る｡ こ こで ､ エディゲとノ ガイ
- オル グにつ い て簡
単にまとめてみよう.
エ ディ ゲは ､ 作品にも謡われるように､ 1 3 70年代､ サ マ ルカンドの テ ィ ム
ー ル (サテミル ､
すなわちシヤ ー - テ ィ ム
ー ル) の もとに身を寄せ ており､ そ こで トク夕ミ シ ュ と関係をもち ,
彼の政権回復に助力した o やがてエ ディ ゲは､ ティ ム
- ル と反目するようにな っ たトク夕ミ シ ュ
( トク夕ムス) と敵対し ､ ティ ム ∵ ル の側につ い た o 1 391年に トク夕ミシ ュ に勝利
して以後､
エ ディ ゲは エディル川 とヤイク河 の間の額地 を支配するようにな るo エ ディ ゲ
の勢力 臥 のち
に ｢ノガイ - オルダ+ とい われる国家となる o 14 09年､ エディ ゲは西シ
ベリ アに隠居して い た
トク夕ミシ ュ を殺した ｡ こ の ころ ､ 彼はホラズム地方やル
ー シ にも攻撃を行うが, 再びトク夕
ミシ ュ の息子た ちが勢力 を回復し､ エ ディゲはホラズムに逃亡する｡ 1 4
19年､ サライシ ュ クで
エ ディ ゲはトク夕ミシ ュ の子
･ カドゥルベル ディ の 軍 によ っ て殺される もの の , エディ ゲの子
ヌ ラツ デイ ンの 治世 (14 26-4 0) にノガイ
- オルグはほぼ完成し､ 以後キプチヤク草原で少なか
らぬ歴史上 の役割 を果た した ｡
ノガイ - オルグの中心地はサライ シ ュ クで ､ その儀域はヴォルガ河とウラル河周辺であ っ た ｡
ヵザ ン= ハ ン国や アス トラハ ン- ハ ン 臥 シ ビル
= ハ ン国に 敵 城 治的影響力をも っ て い たo 1 5
世紀末か ら16世紀中頃までがそ の全盛期で ､ そ の勢力は､ 最盛期には マ ングス タウ
やホレズム
にまで及ぶ ことがあっ た o しか し, カザンとアス トラハ ンがロ シ アに征服された
16世紀後半以
降 ､ 大ノガイや小ノガイ などい く つ かの集馴こ分裂 し､ また17世紀前半にはカル マクの 攻撃を
受けた ｡ こうした弱体化の過程で ､ 彼らの中に はクルム
- ハ ン国やカザフ に移住 ･ 同化するも
の もあっ たo 現在 ､ 北カフカスに居住するノガイ人は彼らの子孫である D
さて , 中央ユ - ラシア - テ ユ ルク叙事詩にはノガイ大系といわれ る叙事詩群がある o
｢エディ
FJ もこれに含まれる作品であるo ノガイ大系の作品に臥 1 4世紀末か ら1 7世紀前半
のカザ ン､
クリミア , エディ ル (ヴオルガ)Jll･ ヤイク (ウラル) 川流域を舞台 に, ノガイ
- オルグの統
治者 ･ 有力者につV.ゝて番われてい る o カザフ ､ .バ シ ュ
コル ト､ カザ ン 夕夕 - ル､ クリム - タタ
ー
ル ､ カラカル バク, ノガイなどとい っ たキプチ ヤク草原の諸民族に伝えられて
い る 8 ノガイ大
系は , エ ディゲと彼の子孫を描いた叙事詩が 軒 舵 ､
｢エディゲ+ は ｢ノガイ大系+ の ｢原点+
ともn うベ き作品である o 他の主な作品として ｢ヌ ラデイ ン+ ｢ムサハ ン+
｢オラク ･ マ マイ+
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｢カラサイ ･ カ カ ｢チ 5
.
ラ - バトウル+ ｢エル - 夕ル グン+ r エル - コ クシ ェ+ などがある｡
rエディ ゲ+ は , 具体的な歴史上の 人物 ･ 出来事を措い てblるた め+ ｢歴史詩+ とい うジャ
ンル に分摸 される こ と車あるが ､ その テ - マや モチ ー フ は ｢英雄叙事詩+ に分類される ｢アル
パ ミシ ュ + や ｢コ ブラン ドゥ+ な どと共通して おり ､ ｢英雄叙事詩+ の ジ ャ ンル に分類して も
とく に違和感がなも1｡ 実際､ ｢エディ ゲ+ は
一 般的に ｢英雄叙事詩+ と認識 され て い考o
さて , 本稿で取 り上 げた ヴア リ ア ントの 静り手で ある マ シ ュ フ ル - ジ ュ シプ エ コ ペイ ウル
(コ ペイ エ フ) (1858 -193 1) は､ 語り手であると同時に ､ 口承文芸の 採集家 ､ 研究者で もあっ
た. 守如ま現在のカザフ ス タン共和国北東部の パ ヴログル州に生まれ育 っ た c 幼少か ら 口承文芸
に接し､ とく に叙事詩に慣れ 親しん だ｡ 1 8 8 7年か ら90年にかけて , サ マ ルカ ンド､ 夕シ ュ ケ
ント, トゥルキスタン ､ ブハ ラな どを回り､ ア ラ ビア語や ペル シャ語 を学んだり ､ ペルシャ
･
アラブの叙事詩に触れた り した ｡ こ の ころ著名 なテ エ ルク学者ラドロ フ と知 り合い , ｢コ ルグ
ル+ ｢エ ル - コ クシ ェ + ｢サ ユ ン エ バ トウル+ な どの叙事詩をはじめ とする 口承文芸作品の採
集を始めてVゝる ｡ また ､ ブカル - ジ ュ ラウや シ ョ ルタンバイ ､ シ ョ ジ ェ な どのアクンやジ ュ ラ
ウな
'
どの作品の採録 もして いる ｡
作品の冒頭部にお い て , エディ ゲを含めた三 人のバ トゥル が､ カザ フ の著名なバ トゥル とし
て列記きれるが､ 彼 らは いずれもカザ フ を代表する叙事詩の主人公で ある. これまで これらの
作品の多くの ヴア リア ントが採録されている o
作品には ､ エディ ゲの父 として ｢パパ - トウクティ - シャ シ ュ トウ ニ アジズ+ というイス ラ
-
ム聖者が登場する o この 人物は ､ 中央アジア の イス ラ ー ム化に深く関わ っ た として 注ヨに催す
る人物である ｡
中央アジ アの本格的なイス ラ ー ム化は､ チ ンギスハ ンの長子ジョ チ の第四男ベルケがイス ラ
-
ム に改宗した こ とには じまっ た とされるが､ ウズベク - ハ ン (バ トウ の 四代後) の 時代に本格
化した と考えられてVlる ｡ これを裏付けるか の ような ｢ウズベク - ハ ンの改宗伝貌+ が伝えら
れて い る｡ そ のあらましは次の通りである ｡
｢四人の聖者が改宗の 目的で ウズベク - ハ ンの もとに来るo･魔法使u や占い師は彼らを殺す
よう進言するが､ ウズベ ク - ハシ は､ 彼らに京論を行わせ ､ 勝 っ た者に従う ことに した o しか
し, 論争はなか なか決着がつ か なか っ た ｡ そ こ で ､ 竃に火をくべ , そ の中に入 っ て も焼けない
者の教えに従う ことにした o 魔法使い は卿こな っ たが､ パパ ニ チ エ ク ラス とい う聖者は祈りな
がら､ 毛髪 一 本焼けなかっ た o この 奇跡によ っ て, ハ ンや廷 臣はイス ラ ー ム 虻改宗 したの であ っ
た ｡ +
このパパ - テ ユ タラス こそ ､ 本ヴア リアントにエディ ゲの 父として現れ るパパ - トウクティ
- シ ャシiトウ - アジズで ある…o 彼の名は､ 作品やヴアリア ントによ っ て ､ パパテ ユ ク レス ､
スルタン - バ ー バ - テ ユ クラス - カバ フ などど様々であるが､ 同 一 人物であるQ 中央アジアの
ィス ラ ー ム化に 虹 ス - フ ィ準デル ヴィ - シ ュ と呼ばれる神秘主義的な修道僧が大きな役害.j%
果た したが､ バ/†
､
ニ チ エ ク ラス もまたそ の ような修連轡であつ た と思われる ｡
叙事静 ｢エディゲ+ で も､ 修行を積むイス ラ ー ム修道僧と して登場 して い る｡ 叙事詩では エ
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デイ ゲは ､ こ の ような修道僧の子孫として描か れて い る｡ ノガイ大系の エディ ゲ喬の作品は､
エディ ゲとヌ ラディ ン (本ヴア リア ントで はヌ ラル) 親子にはじまり､ ムサ ､ マ マ イ , オ ラク､
ヵラサイ ､ カズとノガイ - オルグの統治者すなわちエ ディゲの子孫の 系譜として の役割 も果
た
してblるが , ｢エディ ゲJ の ヴア リア ントには , エ ディ ゲに連な る系譜が彼の20代前の 祖先か
ら伝えられるものがある D エディ ゲ斎の人物が 歴史的に確認される人物で ある
の にたい して ､
エディ ゲの 先祖たちは実在したか疑わ しい o マ シ ュ フル
- ジ ュ シプの ヴア リア ントではパパ -
テ ユ ク ラス を エディゲの 父とし, またその他の 多くの ヴア リアントで は彼をエ ディゲの7代前
の 先祖とするが ､ エディ ゲがパパ - テ ユ タラス の子孫である確たる証拠もな い o で は, 何故エ
ディ ゲがパ パ ニ チ エ クラス の子孫で伝えられるようにな っ たの だろうか ｡
アメリカの研究者デヴイ - ス は この点につ い て , ノガイ の統治者の
｢ムス リム+ として の 由
緒正 しさ ､ イス ラ ー ム的な歴史の 深さを強調するために r担造+ され た と指摘して い るo 中央
ユ - ラシアで は ､ チ ンギス = ハ ンの血統は絶対 であっ たo 彼の血 を引くものだけがハ ン
の位に
就く こ とができたo エディ ゲとそ の子孫はチ ンギス
= ハ ンの 血を引か なか っ たため ､ ハ ンにな
る ことがで きず ､ また統治の正統性に も欠けて いた ｡ こうした状況下 ､ エ ディゲ
の 勢力は ､ チ
ンギス = ハ ンの血統に対抗するた めに ､ イス ラ
- ム の系統 を利用し, 由緒ある系譜を ｢創出+
したとu うの である o 叙事詩や系譜に伝えられる彼の20代前の祖先が､ 初代正統カリフ でムハ
ンマ ドの古くか らの友人であるアブバクルである ことも､ こ の ような見解を支えて い るといえ
ようo なお ､ ｢アル/てミ シ ュ+ で も､ マイ コ ト
ニ サンドウバ エ フ ､ ス ルタンクル - ア ツ コ ジャ
ェフ の ヴア リアントの ように､ アル パ ミシ ュ を祈福する聖者をパパ
- テ ユ クラス (シャシ ュ トウ
= アジズ) と伝えるもの があり, 中央アジアで この 人物の存在がV
､かに大きか ったかがわかるo
エディ ゲの母 もや はり神聖な存在で ある ｡ エ ディ ゲの母は聖なる泉 に休浴に来て いた三人の
ぺリ (仙女) の ひとり であ っ た ｡ 彼女はイス ラ
- ム聖者のパパ - トウクティ の妻となり , エディ
ゲを生むのであるが ､ これは羽衣伝説の 一 種 , 天人女鼠 異類婚伝承 である｡ こa)ようなモチ
ー
フ は, 世界各地に見られ ､ 聖なる親か らの非凡な子孫の誕生につ なが る例が多く , また しばし
ば始祖神話伝承 につ ながる o 先に見た､ イ ス ラ
- ム的な権威による ｢箔づ 仇 とともに, エディ
ゲが神聖な母か ら生まれた こ とは､ 彼の血統の 高貴さ ､ 神聖 さを示す
一 翼を担 っ たであろう¢
興味 掛 ､の は, こ の ヴア リ アントで は ｢高貴さ+ を表すために , イス ラ
ー ム的要素とおそらく
ィス ラ ー ム以前か ら存在 して い た民間信仰的な 要素の 二 つ が 馴 ､られ ても
､る ことである ｡ こ の
ことは彼らが何を ｢高貴+ ｢神聖+ なもの と考えて い たか をうかがい知る格好な材料になちうo
この ヴア リアン トでは ､ 娘を遭っ て ､ エディ ゲ父子を陥れ る場面がある o これと類似 した場
面が､ ｢チ ョ ラ エ バ トウ ル+ のクリミア に伝わ るヴア リアン 岬 見られや｡･そこで はロシ ア側
か らチ ョ ラの もとに娘が遣られ ､ 彼の 子を身ごもっ た娘が ロ シア
へ 戻 り, やがて チ ヨ ラ扱この
息子 と戦うとい う逸話で ある o こ のように敵が畏を仕掛けて ､ 娘を送 るとV
lうモチ づ がテ ユ
ルク系の 叙事詩には見 られる ｡
と ころで ､
..こ
の ヴァ･リ ア.
ン卜の特徴は､ あらすじに即しながら, い たる1串こ 即こ格言や金貫
の類が盛 り込まれ てu る こ とであるo これらは とく に
一 般的な言 い回 しではない が､ いずれも
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教訓じみた蕎句である ｡ 叙事詩 の役割の ひ とつ に人 を教訓する こ とが あるが､ こ の ヴア リ アン
トにはそう した性質が強い ヴア リア ントであるとい える ｡
さらにこの ヴア リア ン トの特徴 として ､ 地名の 由来や土地の謂れが 多く伝えられ てい る こと
も挙げられる ｡ パ パ - トウ クテ ィ が住ん でい た場所や トク夕ムス の 埋葬地, エ ディ ゲの没 した
地につ い て具体的な地名が挙 げられ ､ 説明され て u るo これらの真偽 の 圧どは不 明であるが ､
たとえば, エディゲが埋葬されたとされ るカラ夕ウの クムケ ントの 人々 は自分の故地を ｢エディ
ゲ - マイル - ジ ュ ル ト+ と呼び, エディゲにゆか りのある地であると信 じて い るである｡
｢エディ ゲ+ はカザフ だけでなく ､ ユ - ラシ ア各地に伝え られ る作 品である o 各地の ヴア リ
ア ントに つ い て深く操り下げ､ それらを比較す るこ とで , エディ ゲと い う人物がどの地域でど
の ように捉えられ てきた かが明らか にな るとと もに ､ 作品に反映され た地域的特徴も示 される
であろう o
注釈
1 ぺりⅡepiは美 しい女性の姿 をした神話的世界の ｢仙女+ ｡ 天 空や水中に住み ､ 超自然的な能
力を有する ｡
2 シ エ ンゲル Ⅲ e町 eJlとは､ カザフ草原に生え る刺のある潅木の 一 種o
3 ウルタウとキシ ュ タ ウは､ 現在の カザフス タン, ジ ェ ズカズガン州西部にある地名である｡
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